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明けましておめでとう
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今
年
の
夢

羊
は
従
順
と
い
う
イ

メ
ー
ジ
が
強
い
よ
う
で

す
が
、
権
力
に
負
け
ず
頑
固
に
・
・
・
・

●
退
職
者
会
の
会
員
倍
増

●
年
金
・
医
療
・
介
護
制
度
改
悪

を
断
じ
て
許
さ
な
い

●
東
京
清
掃
の
闘
い
前
進

●
非
正
規
差
別
の
廃
止
と
全
て
の

労
働
争
議
の
勝
利
的
解
決

●
脱
原
発
、
核
廃
絶
と
基
地
撤
去

　

今
年
も
、「
現
・
退
一
致
」
の
取

組
み
に
よ
り
、
こ
れ
ら
の
課
題
を

実
現
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

浜離宮庭園にて /2014 年４月お花見ウォーク

雪の新宿御苑
プラタナス並木
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会
員
な
ら
び
に
家
族
の
皆
様
、

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
本
年
も
皆
様
に
と
っ
て
良

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
12
月
の
総
選
挙
の
結
果
、

自
公
政
権
は
改
憲
発
動
を
可
能
と

す
る
３
分
の
２
を
占
め
ま
し
た
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

御
座
い
ま
す
。

　

退
職
者
会
の
皆
様
に
は
、「
護
憲
・

平
和
」「
年
金
・
医
療
・
福
祉
」「
差

別
・
人
権
」「
労
働
法
制
」
な
ど
社

会
的
な
課
題
に
対
す
る
取
り
組
み

や
会
員
同
士
の
交
流
な
ど
、
現
役

時
代
に
も
増
し
て
数
多
く
の
活
動

安
倍
政
権
は
、
憲
法
９
条
改
正
を

視
野
に
入
れ
た
策
動
を
行
い
、
残

業
代
ゼ
ロ
法
案
や
労
働
者
派
遣
法

な
ど
の
労
働
法
制
改
悪
を
進
め
よ

う
と
す
る
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
高

齢
者
・
退
職
者
の
社
会
保
障
に
つ

い
て
は
、
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

を
悪
用
し
た
年
金
削
減
や
、
後
期

高
齢
者
医
療
の
負
担
増
、
介
護
利

用
者
の
負
担
増
と
給
付
削
減
な
ど
、

次
々
と
制
度
改
悪
を
打
出
し
て
く

る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

何
と
し
て
も
、
安
倍
政
権
の
暴

走
を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
４

年
経
と
う
と
し
て
い
ま
す
が
、
被

災
地
の
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ん

で
い
ま
せ
ん
。
被
災
地
支
援
と
脱

原
発
の
取
組
み
は
、
退
職
者
会
と

し
て
も
重
要
な
課
題
で
す
。

　

今
年
も
、
退
職
者
・
高
齢
者
の

運
動
と
と
も
に
、
反
戦
平
和
、
脱

原
発
な
ど
市
民
的
課
題
や
、
非
正

規
・
労
働
争
議
支
援
の
取
組
み
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、「
現
・
退
一
致
」

の
立
場
か
ら
、
現
役
世
代
の
応
援

団
と
し
て
東
京
清
掃
と
の
協
力
を

よ
り
一
層
強
め
ま
す
。

　

昨
年
、
再
建
２
代
会
長
の
渡
辺

さ
ん
、
長
老
の
大
原
さ
ん
、
穐
山

さ
ん
、
ま
だ
若
い
會
場
さ
ん
が
相

次
い
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
改
め

て
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

　

今
年
も
会
員
同
志
仲
良
く
楽
し

め
る
企
画
を
立
て
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
幹
事
一
同
、
会
の
強
化

に
邁
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
一
層

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

を
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
敬

意
を
表
し
ま
す
。

　

昨
年
の
賃
金
確
定
闘
争
は
、久
々

の
賃
金
引
上
げ
勧
告
を
受
け
て
の

闘
い
と
な
り
ま
し
た
。
賃
金
引
上

げ
の
妥
結
に
よ
り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
や
差
額
を
は
じ
め
て
経
験
し
た

組
合
員
も
多
く
い
ま
す
。
退
職
者

会
役
員
の
皆
様
に
は
、
確
定
期
の

本
部
及
び
地
連
別
総
決
起
集
会
に

激
励
の
行
動
を
取
り
組
ん
で
い
た

だ
き
ま
し
た
。
組
合
員
を
代
表
し

心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

清
掃
事
業
は
、
区
民
ニ
ー
ズ
と

社
会
環
境
に
応
じ
て
多
種
多
様
化

し
て
き
て
い
ま
す
が
、
業
務
職
賃

金
は
低
水
準
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

生
活
給
と
し
て
の
賃
金
水
準
を
求

め
て
闘
い
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

定
年
退
職
に
よ
る
欠
員
に
対
し

て
、
そ
の
多
く
が
新
規
採
用
で
補

充
さ
れ
て
い
な
い
現
状
の
中
で
、

年
々
組
合
員
の
減
少
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
ま
す
。
歴
史
あ
る
東
京

清
掃
労
働
組
合
の
組
織
の
維
持
・

発
展
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
た
め
に

も
、
退
職
者
と
現
役
世
代
の
暖
か

い
交
流
と
い
う
も
の
が
、
組
織
の

維
持
継
承
に
大
き
く
貢
献
し
て
い

く
も
の
と
受
け
止
め
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
退
職
者
会
と
連
携
し
、

退
職
者
会
員
拡
大
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

本
年
が
、
会
員
の
皆
様
と
御
家

族
の
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
に

な
り
ま
す
よ
う
御
祈
念
申
し
上
げ

ま
し
て
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

共
に
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

共
に
組
織
の

　
　

継
承
発
展
を

東
京
清
掃
労
働
組
合

　
　

中
央
執
行
委
員
長　

吉　

田　
　

壽

東
京
清
掃
労
働
組
合
退
職
者
会

　
　
　
　

会　

長　
　
　

堀　
田　

義　
博

安
倍
政
権
の

　

暴
走
を
止
め
よ
う
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地
方
公
務
員
退
職
者
協
議
会
は
、

９
月
18
日
に
「
総
務
省
要
求
」
を

提
出
し
、
次
の
回
答
を
得
ま
し
た
。

　

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議

の
審
議
結
果
等
を
踏
ま
え
、「
社
会

保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法
」 

が
公

布
。
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
対

応
し
た
保
障
機
能
強
化
と
、
世
代

間
・
世
代
内
公
平
性
確
保
の
た
め
、

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
。
そ
の
際
、

関
係
者
の
意
見
も
十
分
伺
う
。

　
被
用
者
年
金
一
元
化
法
に
よ
り

公
務
員
も
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
。

平
成
28
年
10
月
か
ら
厚
生
年
金
加

入
要
件
の
週
労
働
時
間
を
30
時
間

以
上
か
ら
20
時
間
以
上
に
緩
和
し
、

短
時
間
労
働
者
の
厚
生
年
金
適
用

が
拡
大
さ
れ
る
。
地
共
済
法
非
適

用
者
の
社
会
保
険
適
用
は
、
総
務

省
通
知
に
よ
り
各
自
治
体
の
適
切

な
対
応
を
求
め
て
い
る
。

　

社
会
保
障
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

に
よ
り
、
世
代
間
公
平
の
観
点
か

ら
、
①
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の

仕
組
み
の
在
り
方
、
②
短
時
間
労

働
者
に
対
す
る
被
用
者
保
険
の
適

用
拡
大
、
③
高
齢
期
に
お
け
る
就

労
と
年
金
受
給
の
在
り
方
を
引
き

続
き
検
討
す
る
。
平
成
26
年
の
財

政
検
証
で
、
社
会
保
障
制
度
改
革

国
民
会
議
報
告
等
を
踏
ま
え
た
オ

プ
シ
ョ
ン
試
算
が
行
わ
れ
た
。
制

度
改
正
は
オ
プ
シ
ョ
ン
試
算
等
も

踏
ま
え
つ
つ
、
年
金
部
会
等
の
十

分
な
議
論
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。 

(1)
年
金
積
立
金
運
用
は
、
安
全
か

つ
効
率
的
に
行
う
こ
と
が
大
原
則
。

有
識
者
会
議
提
言
に
基
づ
く
運
用

改
革
は
、
被
保
険
者
の
利
益
の
た

め
で
、
結
果
的
に
日
本
経
済
に
貢

献
。経
済
の
好
循
環
に
つ
な
が
る
。 

(2)
国
連
の
責
任
投
資
原
則
の
趣
旨

を
踏
ま
え
た
社
会
的
責
任
投
資
は
、

地
方
公
務
員
共
済
組
合
連
合
会
と

市
町
村
職
員
共
済
組
合
連
合
会
で

実
施
。
地
公
共
済
組
合
全
体
で
の

検
討
が
進
む
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

　

追
加
費
用
削
減
は
、
本
人
負
担

が
少
な
い
恩
給
期
間
を
負
担
に
見

合
う
給
付
水
準
と
す
る
も
の
。
沖

縄
の
追
加
費
用
期
間
が
長
い
の
は
、

沖
縄
以
外
の
地
共
済
法
適
用
が
昭

和
37
年
12
月
、
沖
縄
は
昭
和
41
年

７
月
と
恩
給
期
間
の
違
い
に
よ
る
。

追
加
費
用
削
減
は
、
①
減
額
率
上

限
は
共
済
年
金
全
体
の
10
％
、
②

年
230
万
円
以
下
は
減
額
し
な
い
。

(1)
介
護
基
盤
整
備
は
、
地
方
財
政

措
置
に
加
え
、
平
成
27
年
度
か
ら

地
域
医
療
介
護
総
合
確
保
基
金
に

よ
る
財
政
支
援
を
行
う
。
基
金
は

各
都
道
府
県
に
設
置
さ
れ
、
消
費

税
増
収
分
に
よ
り
措
置
さ
れ
る
。 

(2)
平
成
27
年
度
概
算
要
求
で
、
東

日
本
大
震
災
被
災
地
域
の
介
護
基

盤
復
旧
・
整
備
に
20
億
円
を
要
求
。

　

生
活
保
護
基
準
の
復
元
な
ど
を

要
求
→
回
答
な
し

　
市
町
村
の
徴
収
効
率
化
と
公
的

年
金
受
給
者
の
便
宜
を
図
る
た
め
、

個
人
住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
は
導
入
さ
れ
た
。
世
帯

全
体
の
税
負
担
は
増
加
し
な
い
。

　

個
人
情
報
の
漏
洩
・
改
竄
防
止

対
策
、
使
用
目
的
の
厳
格
化
な
ど

を
要
求
→
回
答
な
し

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
公
的
国
民
皆
保
険
・

自
主
共
済
等
を
危
機
に
さ
ら
し
、

農
林
水
産
業
に
打
撃
を
与
え
、
地

域
産
業
育
成
や
環
境
規
制
な
ど
の

国
内
ル
ー
ル
が
破
壊
さ
れ
る
。
撤

退
す
る
よ
う
要
求
→
回
答
な
し

　

政
策
の
抜
本
的
見
直
し
、
脱
原

発
な
ど
要
求
→
回
答
な
し

年
金
・
介
護
・
税
制
・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
・
脱
原
発
等

改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
法

地
域
包
括
ケ
ア

 

生
活
保
護

 

税　
　

制

社
会
保
障
・
税
番
号

 

Ｔ 

Ｐ 

Ｐ

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

厚
生
年
金
適
用
拡
大

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド

年
金
積
立
金
運
用

追
加
費
用
削
減
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秘
密
保
護

法
が
施
行
さ

れ
た
12
月
10

日
の
昼
、「
秘

密
保
護
法
施

　

秘
密
保
護
法
の
隠
さ
れ
た
目
的

は
、
国
民
運
動
を
萎
縮
さ
せ
る
こ

と
に
あ
り
ま
す
。既
に
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
に
よ
る
報
道
の
自
粛
が
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
官
邸
隣
の
国
会
記
者

会
館
が
こ
の
日
、「
本
日
は
会
員
社

以
外
の
立
ち
入
り
禁
止
」
の
立
て

札
を
立
て
て
い
た
こ
と
が
象
徴
的

で
し
た
。

　

秘
密
保
護
法
を
廃
止
す
る
ま
で

抵
抗
し
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

安
倍
政
権
は
鹿
児
島
の
川
内
原

発
を
再
稼
働
さ
せ
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
そ
う
は
さ
せ
じ
と
、
12
月

13
日
、約
４
千
人
が
参
加
し
て
「
川

内
原
発
再
稼
働
反
対
！
反
原
発
★

渋
谷
大
行
進
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

行
動
翌
日
の
14
日
は

衆
議
院
選
挙
の
投
票
日
。

午
後
２
時
す
ぎ
に
代
々

木
公
園
け
や
き
並
木
を

出
発
し
た
デ
モ
隊
は
、

サ
ウ
ン
ド
カ
ー
先
頭
に

｢

福
島
の
事
故
は
収
束
し

て
い
な
い
！｣

「
川
内
原

発
、
再
稼
働
や
め
ろ
！
」

「
子
供
た
ち
に
原
発
を
残
す
な
！
」

「
12
月
14
日
は
原
発
再
稼
働
を
容
認

す
る
候
補
に
鉄
槌
を
く
だ
そ
う
！
」

と
、
渋
谷
駅
周
辺
を
一
周
し
て
訴

え
ま
し
た
。
退
職
者
会
も
参
加
し

て
元
気
に
行
進
し
ま
し
た
。

行
す
る
な
！
官
邸
前
行
動
」
が
取

り
組
ま
れ
、
参
加
者
は
「
国
民
の

知
る
権
利
を
守
れ
！
」「
民
主
主
義

を
守
れ
！
」「
戦
争
す
る
国
絶
対
反

対
！
」「
秘
密
保
護
法
撤
回
！
」
な

ど
抗
議
の
声
を
上
げ
ま
し
た
。

脱原発

新春の集い
●日　時　１月31日（土）

　12 時 30 分集合
　12 時 45 分開催

●場　所　小石川後楽園涵徳亭
●会　費　3,000 円
※参加連絡はまだ間に合います。

演芸を楽しむ会
●日　時　３月５日（木）

　12 時現地集合
　13 時開演

●出し物　国立演芸場３月上席
●会　費　弁当付 2,000 円
　　　　　65 歳未満 2,500 円
●募　集　１月 31 日まで
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安心総合共済
加入の相談は退職者会へ

　全日本自治体退職者会が取り
扱う会員向けの損害保険「安心
総合共済」は、「傷害事故」「賠
償事故」「携行品損害」「預かり
品賠償責任」を対象とする損害
保険商品の中でも、
①掛金が安い（割引率最高レベル）
②加入にあたり年齢制限なし
③医師の審査不要（がん補償を除く）
などメリット一杯です。
　機関紙 12 月号の封筒に「安
心総合共済リーフレット」を入
れておきました。旅行保険・ゴ
ルフ保険の要素もありますので、
加入を検討してみてください。
　加入の相談は清掃退職者会へ。


